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次号予告
編集後記

特集

人生100年時代の地域包括
ケアシステムへ向けて
団塊の世代がすべて後期高齢者となる2025年を前にした“ラストチャ
ンス”といわれた、2018年度診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等
報酬同時改定。団塊ジュニア世代が65歳以上となる2040年をも射程
に入れ、地域包括ケアシステムの構築に向けてさらなる在宅医療・介護の
強化が図られました。また、安定して持続可能な社会保障制度の維持
を企図しているとして、重症化予防や自立支援、医療者の働き方改革や
遠隔医療の推進などのさまざまな方策が盛り込まれた改定となりました。
在宅現場では、この改定をどう受け止め、日々 の実践に活かしていけば
よいのでしょうか？　社会保障の“そもそも論”から出発し、現場における
変化を展望します。

同時改定が描く地域包括ケアの姿と 
“その先”にめざすもの
―人生100年時代に向けた社会保障を展望する 
◉香取照幸

訪問看護関連の変更と現場への影響 
◉佐藤美穂子
【キーワードで読む同時改定】
機能強化型訪問看護管理療養費◉齋藤訓子
退院時共同指導加算・入退院支援加算・
訪問看護情報提供療養費◉角田直枝
介護医療院◉井上由起子
【同時改定、現場はこう読む】
訪問看護の立場から◉藤野泰平
ケアマネジャーの立場から◉鐵宏之
在宅医の立場から◉紅谷浩之
【資料】
2018年度診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等
報酬同時改定のポイント◉社会保険旬報編集部

年 月号

※一部変更となることがあります。

「食べることと排泄、この2つが
“暮らし”の鍵だ」。印象に

残ったある訪問看護師さんの言葉で
す。以降、そこには関心を向けてお
り、今回もそれが表出したような特集
となりました。管理栄養士さんとの連
携が図れているところはまだ少ないよ
うですが、取り組んでいる方々には
確かな手応えがあるよう。どうすれば
さらに広がるか。もう何段階か、考
えることがありそうです。●今回、初
めて管理栄養士さんの訪問に同行さ
せていただきました。志ある訪問看
護師・ケアマネジャーの方々の視点
はまったく一緒。相手の「暮らし」を
中心に、サポートの方法を考えてい
らっしゃいました（詳しくは記事を！）。
…小池

今年で15歳になる猫を飼ってい
ます。5年前にリンパ腫と診断

されて以来、外来で抗がん剤治療中
ですが、この春ごはんが食べられなく
なってしまいました。どうやら感染性
胃腸炎だったらしいのですが、「まだ
体力もあるしがんばれる」というかか
りつけの獣医師の判断で、経鼻胃管
が入り流動食に。猫缶をミキサーに
かけては日に4回注入を続け、1か
月ほどで通常のカリカリごはんが食べ
られるようになりました。気がつけば
桜も終わっていて、1歳半の子ども
は猫の名前を呼べるようになっていま
した。めんどくさそうな顔でしっぽを
振って返事をしている姿に、ほっと
安堵の溜息です。口から食べられ
るってすばらしいですね。…栗原
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